
Fmax=ｆcosθ＋λ/cosθ  
 
上記の意味することをレポートすることは困難であり、伊刈先生の論文を参照

にしていただく方が良いと思います。 
 
このセッションでは伊刈先生が TRIに関する客観的な Back up forceに関す
る考え方をご教示いただきました。大変自分の不勉強を知り、また femoral、
radial よりのアプローチの Back up に関して理解がとても深まりました。ま
た、TRIに対する Ikari catheの有用性を理解できました。 

PCI の奇抜とも思われる戦略が色々発表される中で、根本的なガイディング
カテーテルの Back upに関する有用性を理解しました。 
まだ PCI 初学者の私には適切なガイディングカテーテルをすぐに選択するこ
とはまだできませんが、常に個々の症例の血管の解剖を理解し治療を行うこと

を行うことで PCIを上達できればと思います。 
残念ながら当院では Ikari Catheはまだ使用しておりません。今後、使用する
機会があることを期待して日々の診療、治療を邁進していきます。 

 
当院では TRI,TFIともに施行しております。全症例を TRIで行うという方針
にしてはおりません。緊急の症例に関しては TFI が多いです。患者さんにとっ
て一番安全で、確実に治療することが一番重要であると考えます。 

 
 


